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Abstract 

The Present thesis treats of the geomorphological study of the Sea of Japan with 

dividing the region in accordance with its sul】marinetopographic features on the basis of 

the bathymetric charts on a scale of 1/3, 000, 000, which have been prepared as an aggre-

gation of all available bathymetric data held by the Hydrographic Department of Japan as 

！‘ of 1965. F山I加 ，byredu山 nand an山

I, geophysical surveys simultaneously conducted in 1966 and 1967 along and o仔 the easterr l 

coast of the Sea of Japan, an elucidation is made to the topography and the geological 

structure of the region, with an eventual object of obtaining a means to make clear the 

geomorphology and geological structure of the whole Sea of Japan. 

Geomorphological Provinces of the Sea of Japan and Their Features 

From the geomorphological point of view, the Sea of Japan can be divided into the 

following four provinces; (1) continental shelves and continental slopes along the coasts 

of the Japan islands and of Siberia; (2) continental borderland composed of groups of 

banks and troughs adjoining the continental shelf along the coasts of the Japan islands; 

(3) Yamato Rise and Korean Plateau; and (4) the deep sea basin. 
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The topographic features of the respective provinces are studied. Based on the study 

it is concluded that geomorphological evidences have been obtained which well endorse 

the hypothesis that the Sea of Japan was formed in consequence of the drift of the Japan 

islands, including those which justify the consideration that Yamato Rise and Korean 

Plateau may constitute a single block. 

Geomorphologi叫 land G也ophysicalSurveys 

Bathymetric survey with Precision Depth Recorder (PDR), investigation of geological 

structure with an air-gun type Seismic Profiler (o任 the coasts of Al口taand Yamagata 

only), and magnetic survey with Proton Magnetometer, were simultaneously conducted in 

the portion of the Sea of Japan roughly bounded by longitude 136° E. latitude 38° N. and 

latitude 41° N. 

The interval of sounding tracks was two to five miles, and ship’s position fixing was 

made by using landmarks and Loran A. Based on the results obtained by these surveys, 

the following charts were prepared; Bathymetric Chart on which submarine topography is 

represented by isobaths; Sub-Bottom Topographic Chart (off the Coast of Akita and Ya・ 

magata only) on which are shown faults, anticlines and synclines as well as the config・ 

uration of the base; Chart Showing the Thickness of Sediment (off the Coast of Akita 

and Yamagata only) and Magnetic Chart. 

The noteworthy points raised from a general view of these charts are as follows: 

(1) Elevations of the base are seen at the edge of the continental shelf, which is cons・ 

idered the origin of the continental shelf. 

(2) Both Okusiri Ridge and Sado Ridge are accompanied by a number of faults, thus 

presenting a characteristic of Horst. Magnetic anomalies have been observed along 

those faults, which can be considered due to the igneous rocks extruded along the 

faults. 

(3) The magnetic anomalies found in Mogami Trough and Yamato Basin are considered 

also resulted from igneous rocks extruded along the faults associated with the rugged 

features of the base below the flat bottom of the trough or the basin. 

(4) All basins are separated one another by the elevations of the base. Jn comparing 

those basins as a whole, it has been made clear that the more southern is located 

a basin, the shallower is its depth. As for each basin, the layer of sediments is 

thick at the southern part while thin at the northern part. 

(5) Deep sea channels have apparently be formed by turbidity currents which have int・ 

ermittently occurred in the region. 
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I緒言

1 日本海への認識

n木海が内海またはi湾とし、う形で外国の地院しことに欧州の地図に現われてきたのは，16I止紀ごろからであ

る。たとえば， G.Mercatorのjlt界関 (1569.'.fの， A.Or・teliusの 「地球の舞台J(1570年〉には既に内海また

は湾の形で・拙かれている。<ll 1635年の W.J. Bleauの 「アジア地図J' 1660年の F.de Witの 「北アジア地閃」

になると，その輪郭はかなり正確さをもって表現されている。山

円木人が作成した地図で，対岸を君、殺して円木海らしい形を拙いたものは，末吉船などの御朱印船の航海図

(1604～1617年〕からであるといえる。これは欧州，すなわちポノレトカツレの地図をもとにして品切言れたものでは

あるが，日木の部分については経験によって修正が施されている0<3> 

しかし，おぼろげにも対岸を描いたものならば，鎌倉時代の，金沢文郎所蔵の円本図｜祈片をあげることができ

る。ω さらにその流れをくんだ寛文年間（1661～1672）の経師尾加兵衛の 「円木図Jでは対岸が明確に拙かれ，

白木海らしくなってきた。ω

円木海は古い地図には 「シナ海」 「京の海」というような名前でよばれている。たとえIf, BrietのJfil図(1640・

主r頃のもの〉には“OceanOriental”， William Adamsの地図 (1700年〉には“OceanusChinensis”と記

放されており，＇ 2' 1815年の A.J. de Krusenstern の世界地図で初めて“Japanisches Meer”と名付けたと

いう説が正しいといわれている。吋》明治以前に円木人の手で作られた地図には海の名前を記入しないものが多

く， 「日本海J という立味を持つ名前が記載されたものとしては，寛政4年（1792年〉司馬江淡の地球闘の 「口

木内海」からであるといわれているが，m 「日木海」 としづ名が安定したのは水路部の海闘が刊行され，その小

縮尺図に記入されて以後である。

このように比•t>'l的平くから認識されていた円木海の下｜学的調査は立外と新しく ， 1873年ロシヤの地理学者 L

N. Schrenckがその凋丘結果をまとめ，対応海流 ・リマソ海jれを発見命名し，1879年lこはドイツ海底屯線布没

船 Louise号が長崎からウラジオストックに至る間を錘iHIJし， さらに1887年には S.0. Makaroff が Vitiaz

I fil 号による日本海の門学調査を行なっている。

わが国でーは， 17861下のfil上徳内， 1808年の間宮林蔵の傑検を経て， 1918午には水産講習所の天鴎）Lが臼木海の

拘在をはじめ， 1924fF(こはぷ路部浪1)11¥：総大和の円木海償l析iJ¥IJ:iil：が行なわれ，近代的なiJ¥IJfil観測の閉幕となった。

2 日本海における問題点と本論文の目的

地図に現われているl浪りでは，日オq毎は水深 200m以浅の間宮海峡 ・宗谷海峡 ・対馬海峡で太予／：（：と連絡する

太平洋の典型的な縁海（Marginalsea）である。縁海と［工大陸の外縁に位し，刀Jや半島て‘不完全に大洋からI実

刻された海で，潮汐も海iiiEも直接外海からくるものであり，その地殻t/li＇.造は，たとえ海水におおわれてい ても，

大陸他地殻構造を持つものと定義されている。

しかるに戦後，地形inlJ：＠：のほかに，開i'l:波調査が実施されるに及んで，水深 3,600mの深さて広がる日本海盆

が，大陸性であるよりもむしろ海洋性であると見られる資料が得られ，大陸斜面 ・海底谷？についても，従来の

地形測量に， j也球物理ー学的iRILO：が行なわれるにつれて，今までの考え方に疑問を提供する資料が得られてきた。

これらの問題を解決するためには，今まで点，または線の状態て、行なわれてきた各位の凋宜 ・測孟を面または

函に近い状態において把探し，また地形iRIJIJ；と地球物理学的iRIJ.filとが別々に行なわれることによって生じる位位

の誤差からくる誤解をさけるため，同時観測， iJ¥IJfil:を行なうことが必2*である。
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筆者は水路部が現在まて‘持っている口木海のすべての水深資料を集大成すれば，300万分の 1の 「海底地形図」

を作成し得ると考えて，1965年現在でこれを作成した。この地形図とその資料とによって日本海の地形区分，地

形考察を行ない，さらに「l木海のH徴的地形を包含する京北地方の日木海沿岸およびその沖合に対し，昭和41年

(1966年〉および昭和42：下 (1967年〉に行なった，従来のiJliJI.1に比鮫してはるかに密皮の1:':iぃ地形学的測I'u；と，

そのr~同時に実施した地球物理学的iJ!I）量とを取りまとめ，これを解析して， その地形および地UI侍j告を解明する

とともに，円木海の地形および地t'W~1'.iを解明する手段をm－ょうとするものである。

II 日本海の地形区分とその地形

1 日本近海海底地形図の作成巾

海底地形を研究するに当って， 最新でi忌も正位な海底地形図を基礎とすることが必~であることはいうまでも

ない。 「海図」はあくまで，航海に使用することを目的として編さんされた主題図（Topicalmap）であって，

海底地形を支現することを目的としたものではないので，海凶をもとにして海底J1!!形を考察することは適当でな

く， iJliJlll：成果を使用して海底地j診を表現するような海底地形図を編さんし，これをもとにしなければならなし、。

局地的なものは別として，円木海を含むi74太、jZifのかなりのl也J戒を含む海底地形図は，今日までにもいくつか

出版されている。外国のものとしては，国If.~ ノk路局の編さんする 「大；下水泌総図」 (General Bathymetric 

Charts of the Oceans: GEBCO 1千万分の 1）のA岡山があり，米出水路部の海底地形図 1262Aおよび 5485

があり，またソ.lli科学院の「太平洋ノ主派図」 (1959）十字がJU近のものとして官名である。

わが悶のものとしては， 「日木近海の深さの図」 （水路川 1925）をはじめとして， 「口木近海水i米凶」 （水絡

調I1929, 1936），「円木近if1j泌浅間」（水路綿 1952）がある。ことに「「！木近海iポ浅閃Jは 1944年までの資料をも

とにして，海淵については1952f]Oまでの資料により， 500mごとの等深線で炎現されたもので，位界的にも有名

であり，米 ・ソ両国の海底地形図も円木周辺はほとんどこの図によって編さんされている。

lt没後， n;;f;:周辺の水脈iJ!リ査は，わが悶をはじめ，米 ・ソ・その他の悶々によって活発に行なわれ，また首！日1；技

術の進歩により「点」の出i)fil：から 「線」のiJ!l)f立が行なわれるようになり，測点の位置の決定も電波を利用するよ

うになった仙果，これまでの海底地形図を再検討する必要が生じてきた。同じような浬白から前述の国際水路局

の 「大i下水泌総｜当！」も改版が要望され，＊「l4:水路，＇fflもAll（包含｜え域，。。～46° 40' N., 90°～180° E.）の改

版を担当することとなったので，各国がこの海域で実施した測iポの資料を送付してきた。

これらの資料と，日木水路部が1965年末まてtこ集めた資料とをあわせ使用し，日木周辺の海底地形研究のため

の 「口本近海海底地形図」を編さんした。

この海底地形凶に包含されている区域は，18°～48。N., 120。～180°E. 役；~法は Mercator 図法，縮尺は基

準純度 35°で 300万分の 1である。手i:f-t浪をJ"Niくために使Jnした1.Ki矧｜立の総数は約 358,000であって，これら1)(

i交値を口木周辺については 50万分の lの図上に，その外側の区域については 100万分の lの図上に記載し， そ

れぞれの関上で 200m, 500m，以下 500m間隔て・".I>深線を怖いた。その後 50万分の 1の図を写点で 100万分の

1に絡図し，全域を一応 100万分の 1の海底地形図にまとめた。そしてさらにこれを写nで300万分の 1に縮図

Lて，等深線を多少単純化した。

* 1952年に開催された釘6回国際水協会議でみ＇！ 4版の刊行が議決された。
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水路；怖が有する水深他は，あらゆる時代のものが集積されており，天iJ!lj.$!liil!IJ* fl~＇代のものから， l長近の電波

訊lj位 ・fi'i密音響測派機によるiltlllll:までを合んでいる。したがってJ己入に当つてはill新のものから順次記入し，背

のiJ!rJWf1立は補助的に使用した。しかし資料の少ないところでは，利用しうるすべての託料を利用したが，この場

合でも ~1j＼•に最新の淑IJi':i:fl直との航跡の交点において比較検討し， f立ほと狽lj泌仰とについて明らかに差16ーのある ifiiJI架

線の数値は除外した。また交点の少ない航跡についても ， 等i~~ ￥ i1を /Hi く過程にオ品、て，地形学的に見て不当な水

派はこれを除外した。

本論文の対象区域である日氷海についてのみいえば，使用した水泌他は約42,500であり，その分布状況および

50万分の lを基｜珂！とした区域， 100万分の 1を基図とした区域は付閃第 1に示したとおりである。 200mの等深

線を決定するに必要な資料はばく大な数に上っているので，直接200mの守派線をひくに使用したなだけをあげ

た。したがって200m等深線の精度ーはきわめて1:';j＼，、ものである。

以下この海底地形図を中心とし，これを作成する過程で使用した資料も;flJJfjして，n.1三j毎の大地形について考

察する。

2 地形区分とその地形

1) 地形区分

「日本海海底地形図」 （イ、l凶第 1）をもとにして，日本海の海底地If*を考察すると， 次の 4J也形区に大別す

ることヵ：て、きる。

re 1は，日木列島に沿っている広い火｜後棚とシベリヤ沿岸の狭い大陸棚，およびこhら大陸側の斜面の区域

であり，

第2は，日本子11i：；沿岸の大陸棚に談している推列， および舟iJ；海盆からなる大陸縁辺区域（Continentar

Borderland）であり，

約3は，日木海の中央に東西にならんでいる大和海嶺と朝鮮海frとであり，

第4は，日本海の深海盆であって，これは大和海倣 ・朝鮮liri:frとによって，日本海盆 ・対馬海盆 ・大和海盆

とに分けられている。

付図mzc日本海の海底地形区分図〉でこのJ也j診区分を図示し，千J・iぎ1m3c日本海海底地7診断面図〉で11木

海海底地形図による地形断l買を示した。

2) 大陸棚とその地形

シベリヤ沿岸の大陸捌とその斜面については，t!J・られた資料が少ないので詳細なことはわからないが，大陸

棚の幅は約30km内外， 外縁の傑l支は 100～200m付近である。陸邸主：l国は単調であってj也形民l上には数か所

の海底行のようなJl!i)f§が凡られるが，一応凹凸を11¥'j＼，、たものの，資料不｝｛から海底作であるかどうかはわから

ない。

朝鮮半島東岸ーは38°N.付近で大陸棚が皆しく狭くなっている以外は，その幅l工大体30kmllii後，外縁の深！it

も100～200m付近である。

日木沿岸の大陸棚は富山湾を境とし，その東方と凶）Jとでは皆しく相逃した状況を示している。すなわち，

g山湾の東方， ill江litから洋経半島にかけては平均30kmの閣で，海f：士、f<IJlfの内jlではやや広くなり， ill鐙海岸

ではやや狭くなっている。北海道沿岸でも波島半島沿岸は狭くなっているが， 神威i11~l以北では 50km 前後の広

さを示している。大陸棚外縁の泌さは 140m～160mで，例外的に180mを示す所もあるが，矢部 ・III山岡博上

＊錘淵l)ltワイ ヤーまたはロープ等の先端におもりをつけ，これを水中におろして泌さをil¥IJる方法をし、ぅ。
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によって報告された口木周辺の大陸棚の平均の深さとほとんど／wjじである。 ω

これに対し，富山湾の西方，能登半島以内で平均約60km, I怨l校五｝；北ブJでは皆しく突出しており，はI／塗海作

から測れば200kmにも達している。そしてその外縁の深さは 250～300m, 111陰地方沖合になると 400～500m

にもなっている。

宮山湾では水深 1,ooomをこえる舟状海盆が湾の奥にまで達し，大陸棚は皆しく狭くなっている。

大陸棚斜面を亥ljむ海底谷は，北海道沿岸， ことに波お半島沿岸で多数の小さな等深線の屈曲で表現されてい

るヵ：， これらはいづれもその存在が確認されたものである。大陸棚上の海底段丘 ・陸棚谷 ・海底の扇状地学の

この程度の縮尺の海底地形図上では不鮮明であるが，雄物川 ・最上川 ・阿抗野川 ・信濃川の各川口｛、t地形は，

近で大陸棚が広がっていることは認められる。

3) 大陸縁辺区域 （ContinentalBord・erland）とその地形

日木の周辺には多数の礁 ・j荘・海盆 ・舟iJ：海盆からなる大陸縁辺P.:l成がある。

大｜塗縁辺区域の多数の堆（t.，向山刈：伏tffj盆を境にして，その京似ljはノ、f州ヒー144の定向を，その西側は大イ本来

一西のノ住戸Jを示しており， したがってほぼ本州弧に平行に，線：u；、に配タIJしており，それぞれ海倣とII予ぶことが

できる。内側のものは奥尻海倣 ・若狭百l地i，外側のものは佐波海倣 ・隠岐ifli儲からなり，その聞に以上舟il；海

盆 ・隠｜岐：IH;JJ；泌盆とを抱いている。

奥尻海嶺 ・若狭海績は日産行の！克介いが小さく，堆間は離れていて全体的に狭長な山脈を形成しているが，イ主

波ifiH~1 ・ 隠l岐海績は雁行の度合いが）.：. きく，そのため密集した状態となり，全体的に延長の短かし、幅の広い海

績を作る。そして堆と堆との尻には11＇〔線状の悦治谷が発注し，堆のブ＇ J/r1Jは海儲全体の方向に対し斜交している。

奥尻海嶺＊ 新潟~，，から発し， ~島 ・ 飛鳥 ・ !J)

趨向瀬 ・久六烏 ・奥尻）；］；を通った後，事，，威岬の1L'iブJ約

55海里ほどの所で水i~~ 3, OOOm以上の派海によって中

断した後，さらに北に伸び3条に分岐し，走／PJをやや

京に変えて， 45° 20'N.付近までiliしている。この

海倣の配列をみると白木海の海底地形にl＼徴的な雁行

1~1:が見られる。そして雁行しているそれぞれのぬ倣の

列の食い巡っている所は，北西～南米方向の鞍部にな

っている。この鞍部の水r:r-は久六島北方 30海里で，

2, OOOm，渡島大島東方8海里で1,300m，村l威岬西方

46海里では3,lOOm，村1威川北西方65）毎皇では1,500m 

である。

北海道凶岸沖では奥尻海面：iに斜交した北西～南東方

向の数条の隆J包帯が存在し， この 2方向の海績の交差

によって多数の小海盆が作られている。

{p;J々 の島と堆とは南北方向の細長いJ診をff;し，第3

* ~~ 4海洋丸による1952年8～ 9JJにかけての測量成果に

ついては水路要報第42号（RH和291r.6 n 1日刊〉に陽ii'{

外2名が発表している。

I I 1s油田植

I .t I 見守
i l ~s.,., 

A 0 S••-"t 
，／ 川町，，，

f h』柑 ＇＂＇
Smp 

／ 

内J吋M片＂ 8•1』t;,; No.42, I SH~ ，） 

Fig. 1 Okusiri Ridge 



8 

紀府およびそれを貫く火山岩からなっている。

ii 若；実海嶺 若狭湾口の松出し ・玄達瀬 ・浦島R焦からなり，丹後半島の方向iこ走っている。なおこの海

嶺はこの海底地形図（付図釘 1〕の上では，縮尺の関係からあまり明白には示されていない。

135予詞 t

Fig. 2 Wakasa Ridge 

36° 
30’ 

60 

3;• 
30' 

iii 佐渡海嶺 佐渡島を含め，瓢箪li!1＇.・向瀬 ・1il上堆と続き，さらに現nJ"¥rn民・i'a:上准の西方に述なる准列

（西最上准と名付ける）からなり， 93鹿半島7'11で・消失する海嶺であって，各礁 ・堆の雁行の！支合いが大きく，

j毎償全体としてみれば奥尻溺綴の外側（西側〉をほぼ予行に北－r有の方向にノをっているが，各堆の;E向はほ

とんど北北東一l市南向の走向を示しており，I良部には予土日商が発注している。

この海嶺も奥尻海嶺と戸jじように第3紀居とそれを:l.'1く火山科とからなっている。

iv 白山瀬 能登半島北方に114北西から東南京方向に密集する 3f同の准からなっている。岩盤は安山岩質

で，かなりの泥F目堆積物におおわれている。《g)

既述のとおり（ 7 ページ参照〕富山舟状海盆をt立にして円木海の海I~えは， その;E向を変えているが，この

白山瀬はその境界の西側に接し，その;E向は本州弧の方向と一致していなし、。
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＇ ~~· 

2000 

40' 
13~· 

~JQ 

1ち.oO

J9・ 3&" 

5oO 

37ちo’

Fig. 3 Sado Ridge Fig. 4 Hakusan Se 

v 隠岐海嶺 この海底地形図（付図第 1）にも明瞭に表現されているとおり隠岐島からよR北東方向に延

びる堆列で、あって，准頂而は250～300mの水深を示し， f擦におおわれているが，大和海僚と同じ流紋岩 ・安

山岩等からなっている。

大陸縁辺区域の上述の堆の聞には，多数の小海盆と舟状海盆とがある。津軽海峡より北の小海盆は三角形

を示すものが多いが，南のものは舟：伏海盆が多い。

津軽海峡以北の小海盆は北－r有，北西 南東，北東 南西方向の 3断層系による凹地からなるもののよう

であり，奥尻海嶺によってH木海盆とは完全に陥てられている。

日木海盆から南に向つては，幾つかの舟：伏i毎盆が舌状にはいり込んでいるが，奥尻海綴と佐渡海嶺との問

のi'U:上舟状海盆， 能登半島と佐渡島との聞の富山舟状海盆，隠岐海慌の南の隠岐舟状海盆，大和海織の南の

大和海盆，朝鮮海台の南の対馬海盆があげられる。
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日本海の陸棚斜面を刻んで多数の海底谷があるが，洋経海峡以北においては小海盆内に出ぎ，外側がj毎t.it

によって閉ざされているためにそこで消火し，日本海盆に流出しなし、。これに対し，政上 .＇＆.＼山;1lH：海盆な

ど沖軽海峡以南の舟状海盆に見られるものは，舟状海設に注ぐときfaJ：伏地を形成した後，刈状I仮ill氏を刻み

ながら縦走し，海績をWI切って次の;l)J；伏海盆に注ぎ，扇状地を形成し，再びその海盆底を刻みながら次の丹f

~K海盆に達し，水1：米 2, OOOm，ことに富山湾に発するものは，富山J1J状海盆から大和海盆を通って水泌3,000

mの日本海盆まで達している。これらの海底谷が陸上で作られた後tl；降したと考えるよりも， 2つの異った

地形環境に支配されて現われる混濁流地形であると考えるべきものである。日O》なおこのことについては第

皿草で詳細に説明する。

4) 中央部の海嶺とその地形

白木海のほぼ中央部には大和海倣があり，その西には朝鮮rtrf.1与がある。

i 大和海嶺＊ 大和海績は2,500mの等深線で考えると，そのjと11411はがJ400km，そのノl:tffijは京北京一西南

西であり，北側は円:;1>:i毎ft, 南側は大和J／毎盆， 西側は2,500～3,OOOmの凹占Fiを経て朝鮮NU:1ι？に対している

が，南西部では山陰地方沖から！倍、i肢諸島を経て北に延びる半£＇；i｝；の介J也に連なっている。海嶺の中央部を北

｝！｛ー南西に走る舟状海盆によって北大和堆と大和堆， t石f下准とに分けられる。

Fig. 5 Yamato Rise 

大和堆は海嶺のノ左向と｜司じ走向を示し， 1, OOOmの等派線で示される唯と， その東北京に孤立する水深

1,000～1, 700mの数伺の耳tからなり，これらは北北西ー南南丙に定る数多くの構造線によって多くの地塊に

分かれている。

また妬洋堆は東一西に走る水深 1,ooomの凹部を隔ててJ;;::fn耳liの」ヒに存在しており，大和堆と同じように

数例の地塊に分けられている。

北大和雄は海績の走向とやや巡った北京 南西の走向を示し，これもまた大和堆と同じように多くの地塊

＊大和海嶺については1965年7～8月UMPの一作業として水路期間Lill：船明作によって調査が行ーなわれた。
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に分かれている。

大和堆は水深約300m，北大和雄は水深約 500mの子塩な取函を有し，花肉店 ・流紋行 ・玄武岩・安山

れ ・古生府等からなり，頂面にはそれらのお盤の偏11:と礁とが認められる。

ii 朝鮮海台 朝鮮irli台は資料不j己のため詳細にはわからないが， iJ!iJ線間隔を狭くしてm111止を行なえば，

iilifr上の地形は相当に変化することがf領される。しかし大和海嶺の北縁および南総の丙ブjへの延長が，

ほぼ完全に朝鮮海f1の南北両縁に一致しており ， 大和海｛＇~t と同じように北以 南西方l{•Jに走る舟状海盆に

よって 2仰の段に分れていること等，現在の資料から

だけでも地形上からは両者に多くのrti似点がμ られ

る。

5) 深海盆とその地形

11本海盆は 3,OOOmの＇Si架線により縁i1兄られており，

Jiよ派部は北米間の 3,638m, 奥尻島西約 250海里付近に

あるぷi米2,182mと2,35lmの海山を除いては全体的に

は，きわめて平坦なJ也形を示している。 2個の海山は

1 943午白山)Lにより， 1964~1二に拓刊により， 1965{10~11:1}

ifliff一気象台のi1'i風訴しによりその作在が知られ，海底火山

と与えられていた。この海底地形図 CHI送Ii:!~ 1）作成の

段階ではここまでの資料を｛即日したが，このiffj山の解明

が「l木海盆の成因を解明する lつの鎚となると与えられ

たので， 1967if8月711から10日にかけて，品川i注品fl明i下

によってiJ[ljj京および訴泥を行なった。不孝にしてフロト

ン磁J;;n・が故障したため全磁：.7JiJ!IJ定は失敗した。

右に1&11正したJ也形図はその成果であって，全く平国な

i不海盆から孤立しているが，大和准北米部，北大和堆の

地形と似ており，南部の山頂付近で花肉店 ・酸性火山む

の門店撃が線虫；され，地rt的によよても単純な海底火山では

なく，イE／，品店を基盤に持つ複雑なtrl'i成を持つものと思わ

れる。

対馬海盆と大和議t盆はともに1,000～2,OOOmの水I止を

有しているが，前者がi;yJf(lf:#Jj台の南にあるのに対し，後

者は）；：;tni1毎績の南にあり，位置的関係はいlーてーある。対

馬海盆の海峡は日本海の中でも最もれ料の不足している

ところの 1つであり，詳細はわからなし、。大和海盆は白

山猫！のノじ向を延長した総の北京側と 1何回側とではその性

格を兵にしており，IY4内illlH工、子坦であるのに対し，北米

側には海山列があり，また海底谷の尉状i也＼？；が発注して

おり，凹凸に富んでいる。

当巴正 ’m’ 

Fig. 6 Sea mount 

(250km west o妊 okusiri〕 (1967)
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3 日本海海底の大地形に対する考察《11>

以上述べてきたところを必にして，さらに村内必典がll木泌の地球物理学的観測の結果に基づいて，日本泌の

成因を日木列島の／；，~移によって ， Jl明しようと試みた＜12> ことを参考にしながら円本海海l氏の大地形について 1 ・

2の考祭を行ないたい。

第 1 に， ノ（ ,fni毎~.. aの存tEについて従米琉球弧の延長とか，琉球 ・伊豆 ・マリアナおよび千島弧の会合としてと

らえられてきたが，筆者は既述した大和海嶺と I初鮮海1ι？との煩似性から (10ページ参照〉何者がひと統きのもの

て、あると考えたし、。

Fig. 7 Map of linearity 

大手H海嶺 ・朝鮮iffi台の北縁は，ほぼ北朝鮮 ・シベリヤの大陸棚縁と平行であり，南縁は際1肢の突出した｜控捌を

除き，南西日本の大陸棚縁とほぼ予行てーあって，村内の主張するようにH木島の潔移によって日木海が形成され

すことすれば，それぞれこの東北京一西南向方向の 2木の線によって裂けて，大ilJ也教からなる北部の口＊海食と

南部の大和 ・対馬両海盆を作ったと考えることができる。 (12ページ Fig.7参照〉

大手口海嶺と朝鮮海台との間は水深 2,500～3,000mの海底があるが， この中断された地域のl有側に，隠岐；/j1;:j 
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を載せる半島：伏の陸側が北ブJーに舌状に延び‘ているのである。この米側の大和海嶺の南には，逆に広い大和海盆が

あり，この西側の朝鮮海台のl判には，対馬ifli盆がある。すなわち，大和海嶺 ・朝鮮海台以南では，隆起部（大陸

地紋〉と涜降部（大洋地殻〕との水平的な広がりは，互に~llい合っているのである。 fえって 円本列島を北方に平

行移動させると，限、l伎諸島を •I正せる半島状の陸棚は，大和J lfij績と朝鮮海fl との聞の欠所を埋め， 「l 木列島と大和

海嶺 ・朝鮮i毎flとはひと続きの陸塊となる。このような陸塊と海盆の配位は，もともとひと続きの陸奥が大陸iJX

移によってノミラパラになったことを推定させる。これによって｜隠岐諸島を載せる半島状の陸側が， A;:州弧方向に

対して作兵な）1向に延びていることを比較的矛盾なく説明しうると思われる。

H木海にはこの.lRr'Y方向のfllf］白紙iの外に，これに位交する数木の大構造線が －fiJlljされる。 フオッサ ・マグナ

(Fossa magna）はその 1つであり，朝鮮米岸を制する紋， i淡島半島北西沖から噴火潟、を経て千五J，海潟と日本海

将の会合，＜，＇！，に向う総もこれに相当する。大和海嶺の丙例！と隠｜伎の半島状の｜違棚の京仮!jを~ねる線， および朝鮮海

台の東側と隠｜技｜治協の西側の線とは，それぞれいずれも l線をなし，多分1iif述の構造線とー辿のものであろう。

おそらく大陸深砂は，点西方向のノ三階造線によって裂け，朝鮮の米側の線および隠岐陸棚の東西両側の線に沿っ

て，日;f..:71]！：！；や太平日海lli't・朝鮮海flの南方への移動を生じて，今Hの配置が生れたのではあるまいか。

III 地形および地球物理学的測量

1 秋田・山形沖合の海底地形および地球物理学的測量キ

1) 測量海域とその目的

従来水深iRIJI'u：および地球物理学的観測， たとえば地1滋~＼ i~Jfil： ・ 地口構造測量 ・ 主力測定 ・ 然流量測定等が別

別に行なわれることが普通であった0 l＼＇に地球物理学的観測は水深 iJll］量を伴って行なわれても，各種の地球物

忍！学的観測が岡崎に行なわれることは少なかった。これは海上における船位決定の精度を考慮に入れた場合，

果して同一地点におけるiftljEと考えて論じることに多くの疑問が残らざるを得なし、。また数十海里ないしは数

了［海里間隔で浪ljf~；した場合には，その打［I］線については浜りがないにしても ， その浪IJ線の成果を結び付けて， 地

域として考えることには多くの危険が考えられる。

この見地に立って，ある地域について卜分に狭いiJ!IJ線で，同時に各種の iJ!IJ丑を~ j・ない，海底の地形および地

質構iむを解明することとした。

muなを実施した海域は秋田 ・山形両県にかけての対1令

海域であり，同時にifflJ量した項目は，海底地形測量 ・1也

民俗造測玉上 ・地磁気測量の 3つである。この海域を選ん

だのは，その沖合を1966年夏， 1967年互にかけて海底地

形iJliJ止と地磁気/HI］孟とを同時に究施していたので，それ

らの成果と総什的にJ予察することによって，「l木海の大

陸棚 ・大陸縁辺｜天城 ・大和海嶺および深海盆について考

察することができるからである。

調1Jij1fflの憐械の配置は Fig.9 に示したとおりで，最

も離れた音響測深機とフロトン総力~I·の検出郡との距離 Fig. 8 Surveyed Area 

* 1967iド10月11円から11刀12ηまで測量船明洋 （船長佐藤孫じ班只佐藤任弘外10名〉で実絡した。
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は225mであり，20万分の lの図上では1.lm mとなり同

一点と与えることができる。

2) 測量の方法

i 測線

測線は付図第 5c紋田 ・山形沖測線図〉に示したと

おりである。

最初／）llj線開｜%を 1海里とする計阿を立てたが，陸上

の20万分の 1の地質図に1{現されているJ也氏俗迭の単

位を調べたところ，最も小さなものでも 4km以上の

規悦を有しており，また予定したロランCが使用でき

なかったので，沖合ではロランAを，陸上の目棋を使

用することのできるところでは，陸上の日慌を使JDし

て船位を決定しなければならなくなった関係もあっ

て，大陸棚上では 2海里，その沖合では 4海里の間隔

とした。

iWI線方向は測量区域北部では点 凶ブJ向，南部では

"''J" 

~j ___ j尽~~

' 、3旬、
J ,, 

〆、
J' 

包 11: ~ 
・争旦旦」

Fig. 9 Disposition of Instruments 

西北11Cj 東南米方向とした。これは地形の走向と直交していると同時に，l陸上の地日榊むからチ怨されるJ也

賃借造（摺幽軸と断層線〉にほぼ直交する方向と与えたからである。

またiJ!IJiU：を大型船で実施した関係で， ！I主線への後近は?J_(/?{i30m までとし， 岸線から，.：•，に深くなっているよ

うな場所では，水深30mまで必近することも航行上の危ハを伴うので，船長が安全に妓近しうると判｜析した

ところまでとした。

ii 位置決定

この測量の位位決定は，陸上の日僚が使mしうるところでは｜虫館測角による 3点両角法により，沖合にお

いてはロラソA （地表波のみ〉を使用した。そして沖合部の訊lj位精度を評1田iするため，岸線近くでは両者の

測定を同時に行なった。

ロランAによる測位は 2s 3 c怯前一新潟）， 2 s 4 c新潟一美保〉の同パターンにより求めた。｜控測位行

に対する両パターンの位立の偏差は 2s 3で + 2 usから 8 us, 2 s 4で + 4 usから -4 usで

ある。 2s 3の -6 us～－ 8 usの偏差(r！日は 57回中各1回しかないので，測定者の個人誤差とみられると

ころがあるのでこれを除外すると，両パターンとも偏差は土 4us程度の範聞にあると考えることができ，

距離誤差の段大は 1.1海里であった。

iii 海底地形測量および海底地形図作成の方法

測深は浅海型音響iWli~~機（N S-39浅海型〉を使用した。読み取り単位は lmである。しかしこの音響測

深機は発振パノレス幅が広いため， soomごとに発振線のためiJ!lli栄値の読み取りが不能であり ，この部分では

.811型極深海型音響i~Jli~~機を用いた。この場合の読み取り単位は!Omである。音速改正は1, OOOm以浅は 1m

単位，1,ooom以深は！Om単位で、行なった。改正の；1・n:に用いた資料は，39°10ノN., 139° 19ノE （山形

沖〕でなされた海洋観測成果（1958壬ド11Jj）によった。潮汐の改正は北京日木の日木海側では Zポ が0.2m

程度であるため省略した。
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N S-39浅海型および811型音響~mm：機の要目

＇＼~＼ 
NS 39浅iffj型 。～40m O～200m 

1 mfE: lOmfij: 40mm／分 8 mm／分 ±0.lm 土0.5m
0.2m Im 

ロ1

811型 0～10, ooom 0～1, OOOm lOmm／分 ±1/5,000 
lOm lOm 

周波数 iJllj 深範囲

18ko I lOOko I品：i0紘

海底地形図（付図第 4)c海図6328号秋田西方，海図6329号最上准付近，各参照〉の作成にあたっては，

200m以浅は lOm間隔で等深線を拙き，200m以深は lOOm間隔で等深線を揃いた。また等深線を措く場合

には，まず測線に沿った地形断面を｛乍り，これを基礎にして谷線 ・嶺線の述続，傾斜面変換点の確認，段丘

地形の述統等地形解析を行なって等深線の輪郭を決めた。次に等深線の位置については，音響波lj深記録紙上

で，水深 200m以浅は水深 lOm間隔， zoom以深では水深 lOOm間隔になるところを求め，そのときの時刻

を読んで‘，測j架線上で摂lj位した時間と時間との問に比例配分で挿入した。この方法のほうが，海洋狽ljf立で従

来行なわれていた，時間間隔で水深：を読み，その図上距離を比例配分して等深線を描くという方法より精度

がよくなるので，今回から採用した。また旧資料については，陵標による三点両角法，またはロランAによ

り船位を決定したものは補助資料として採用したが，天摂ljおよび推定位置による資料は採用しなかった。

また地形解析の際に不明な箇所については地図探査の記録を参考とした。

また海底地形図の投影法は，海図ではないのでメノレカトノレ図法を使用する必要がないので，測量座標系の

要素を含ませること，等mに近い形て、局地的に投影のネill正値を求められるもの，隣接する図業はなるべく多

く接続できること，陸の20万分の 1の地勢図と銭合しやすいものであること，また測量を実施する立場から

考えて航程線はなるべく直線で表現できること等の条件を考えて，UTM図法を採用することとした。

iv 地質構造測量および海底基盤地形図作成の方法

I也氏構造の測立には，日本屯気株式会社に製作させたNE-20深海用連続音波探査装置（Airgun 方式の

Seismic Profiler）を使用した。測定方法は原理的には音響訊I）／.制裁と同一である。船尾から約50m離し

て曳航した Airgunから音波をillし，これが海底および海底下の地質構造変化部分で反射され，ふたたび海

中を通って帰ってきたものを，船尾から約70m ~ffi して曳航している受波探で捕え記録させるものであって，

発信から受信に要した時間を知ることができるが，地中での音速は地中の物理的性質によって稜A変化する

ので，ねられた記録から地中の反射函まで・の距離をただちに求めることはできなし、。 Airgunから放射され

＊海図の水深の基準 （水深 Om〕はその地の平均海面から Zo （主太陰半日周潮，主太陽半日周務j，日月合成日

周潮，主太陰日周潮の各分潮の半潮差の和〉だけ下方にとった面て、ある。
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る育、古の閣泣！.：：併域：；低〈 故IOc;sかち鞍1加，；，である。

持主張賓のぷ況を刊認するにあたっ亡！り、のような川町にずっfco

(I) 「へての笛が京本・'2本の紘で記勿されごおりz 」の韓五共の↑百点であるコこれは探キ長闘が盟主し

ているζ ＇＂＂，琵官却のA江gun 己海面下杓3.5m 什、もてあるのと ;g花音カ直接海底じ向うものζ， ~tt

lti百に向って 海南で反E刊pて面＇.：：：iこ刈うものιつむき，この返れ守、 2 ＂＇控とな~－c,,c卦3オ1 る。 2本町

＇~C.·i ;; 0.01,ooヤあるの｝まこのζ掲て’ある。

｜ ←＇ ＂＇ヨヵ曹託足袋

"' でFi-・ －＂＂＇＂~肘い＂· ''" t Ci 'o<M>>"J{ 

F>g IO Reco"d of Soiemic Pcυhlec 

f国 尭h憾のでι＜；，北町宙百点、現わ”るのは， Ai>・gon；；；発以門下約なl凶の強要売でなしいわゆるρ

プル動果 a起き－：＂；＇ と~－えら』る 1V  Gをか；Tると 0OO>eoiJ'れのもc，かへとはっきり 4しZくるの



17 

で， 0OS sec遅れて 2同日ι曝尭があると考えられる。これが海底からの反射にも常に現われている「

〔Fig田 10参照）したがっτこの記鋸は地質構造Hま無意味のものである。

13）平行する多数の線は，少なくともその段」」部のものは情報をあり，回の傾向を不l亡しi令と与えら

れるが，他のものは情報かも知れないしそうでなL、かも知ZLなし、なぜならば層が多数存在ナると，回

間以射がやI同も人ってしまって，真の情報之 2次記銀， 3次記躍とlぇio－ることぷィ、ロJ能であるからであ

る。

探警装置の記録て構造を解析するには1 測線ごとに連続Liこ断面岡を作成〔千「鮎育改持宜主胃記控な

照〕 音響測深機記摂と対比しながら判断Lie。岩盤および堆杭物のンド連続を断層とし 落ちの万向をl'~I

した。 〔記録上にE<J記号で表現した。〉また摺幽の背斜をゆ？向斜を来の記・ifで表現νに。岩盤中の摺曲

は見らわしなかったので，ずへで堆積物の中のものである。

探査装置の記録で最も顕著な咽は堆積物の1'¥11£であったのそしてこの基底よりドを基盤と K>._c この基

盤の記慌を記録紙上で読みとり，等｛直純で友且しp さらに記母紙上 C読み左った断層・背斜・山斜を記入し

て福底基稼地静岡（付同第6参照〉を作成した。この場合読みとりうるのは「速さJ （あってy 唯積物中の

音波の伝曙速度が不明なので1 揮さの絶対帽を知ることができないが， i惣巾の伝主務理度主余り遭わ古いとす

れば， 7日mを掛けることによっ Ck体の深さの見当をつけるととができる。

なおj この海底基盤地形悶は海底地形凶と対比しうるよう‘ι 投~法？縮j＇ とも同ーと

また堆積層の厚さを測定L，その厚さの分4』国を作成Lt.-, 〈付凶措7 秋円1・山形仲堆積日の厚さの幽

参鯛〉これも厚さの絶対値ではなし伝播速度であることはわすrな得なL、。

v 地磁気調量および地敵軍図作成司方法

使用した測定計容は抑l器舎盟の船舶用田五式プロトン磁力jlである。モの性能ほ測定範囲 38,000γ から

52,000γ，制官精度士10γ，測定時間間隔 10秒または1分ごと，アナログ記録計の情度はlOすj(divである。

検出部は船尾からケープルを同いて2叩 m離し亡出航し，的体磁気の彬響を1γ 以卜に減少させて紅定した。

測定間隔ほ1分間繭（異常を認めたときには10秒ごと〕，測定直は直野山訓地観測所の同期間の地磁senJ主

化量により改正した。

この成果によって磁気原図を作成L，等生磁力韓図を作成した。 〔付図第8参照〉この間は海底地形肉！

海底基盤地形図とも比較しうるように投影法も縮尺も1 それらと同じく UTM凶法，縮尺207i汚01とし

？』。

地曲気全植！J値を， 2U万分の 1の図上ι表現されてレるような地形，地買構造と対比し ζ使川す。場合ι

は，測定伯をそのまま憧用して行なうことが適当であるが，またこの地域における地磁気全政カの1均分布

(nocmal distdbulion）を知ることも必更である。

地磁気の分布が2次点で表わされているものとして！屯子；｜算離を使用L，量小同霊法！こより＇ /j布式を

求めた。

分布式は

F ~＜B,3267十10.56γ~. 4.35γ ＆入十0()C.!i6γ~，ρ2ー Q_ 0曲67~九2 ・O. 0337ilψゐλ

醐点差tn~277 F57γ il•~• •o A入ニ入一入。

原点 '" ~39' 40' N , λ0 ~139° 10' E 

となり，分布図は付図第8の中iこ世記しである。 （晦凶632RM 秋田西方 (J世磁気主磁ノj図），溺凶6329M

最上堆付近〈地磁気主砧力図）吾参照〉
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3) 海底地形測量の成果＊

i 大陸棚

岸線から海側に地形断簡をとったとき，海岸から地

形が最初に:'<f＼斜する地点までの比較的傾斜のゆるい矧

；伏の地形を大陵棚とし，今回のJ也形iJ!IJ.W：の成果をみる

と， 紅海域においては，チゴキ埼沖合で」ヒに延びる堆

Oil小水i?P43m〕があって，やや不規則なJf｝となっ

ている以外は，きわめて平滑な形状を示しており ，そ

の幅および大陸樹外縁の深度は右支のとおりである。

大陸棚上はきわめて平坦であって，前述のチゴキ埼

I勾方の故小水深 143mをif;す准と，南部の潤田沖合の

明石h.~＼ とがある。前者は大陸舗の外側にあるのに対

し，後者は大陸棚の中央にあって，長浅所は水深22m

であり ，頂部はとがっていて平坦ではない。

大険制jを刻む海底谷は今度の測It!:vこIJJする｜浪りλ当

たらなL、。しかし沿岸部の 5万分の 1のiJl.IJf;：：成果を見

れば，男居老半島の南j苧に小去llt1な海底行があるが，水

大陸棚の幅と外縁深度

jお i玩 中高

チゴキ J奇以北 10～llkm 約 140m

チゴキ埼 ～ 20～29km 100～llOm 
男鹿半島北端

男鹿半島西岸 約 7km 約 160m

Jl鹿木半荘島南端
～ 付近

約 32km 約 160m

本荘 ～ 金 j市 10～18km 約 140m

象潟 f・J－近 約 9km 約 130m

吹浦 ～ r阿国 18～20km 130～140m 

i末30～40m付近で消滅している。このことは後述する地周探査の紡果とあいまって，この地域の大陸棚成因

を暗示している。

ii 大陸縁辺区域と深海盆

U)IP;'i:において述べた奥尻海嶺 ・最上舟：伏海盆 ・佐

渡海嶺等を含む区域であって，大きく見れば，水深

3,000m以上を示す日本海盆に至る大陸棚：M而に当た

る区域である。

〔奥尻海嶺〕

北からチゴキ埼Mtの最小水深 143mの堆，男鹿半島

西方約 14km付近にある男鹿向if!!しその南の新礁， さ

らに南の飛鳥地塊が奥尻海績に属している。全体の走

向は北ー南である。

チコキ埼沖の堆は， 大陸棚から北に延びた半島状を

なしており，その半島状の北端に小さな凸部がある。

j在の堆頂商とiii(浅所

マHノJ'- iW ｜ 堆 頂 rmI今同測の最浅所

チゴキ埼沖の准 140～150m 143m 

男鹿 向 瀬 110～120m 114m 

新 礁 150m 140m 

飛鳥地塊 130～140m 

150mの等深線で考えれば長輸の方向は南ー北でその長さは2kmであり，比高はlOm足らずである。 (19ペ

ージ Fig.11参照〉

男鹿向i頓は水深 200mの等深線で独立した堆を形成しており，その長軸の方向は，j毎倹の方向にややま：lめ

の北北京一南南西を示し，その長さは約llkmである。堆頂商は110～120mて

(19ベ一ジ Fig.12参照〉

＊付図第4 秋田 ・山形沖海底地形図，付図第9 秋田・山形沖海底地形区分図 各参照
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新礁はかj じく 200m の ~'Pi架線で独立した准を形成しており ， その長輔のノウ向は同じく北北京一南南商を示

し，その長さは束似ljで約 19km, 西側で 14kmである。准頂Liilは水深 150mの子坦面があるが，東側に細長

く延びたところは， zoomからわずかに向くなり堆頂而は水深 185mの、F坦商となっている。 (20ページ

Fig. 13参照〉
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男鹿向瀬および新礁の西側の斜面は水深 160mから 1,lOOmで，その平均傾斜は 7° 10＇から 7°40’を

示している。

与ーーーー...J.......____

0 :i. 4怜吻

Fig. 13 Sin Guri 

m島地塊は200mの等深刻1によって考えると，その

長輸の方向は北北京ー南南西でその長さは約44km,

平坦面は水深 130～140mにあり，ことに北部は広い

平坦前となっている。またI也見の南東寄りに飛島（段

高点目森山海抜79m）が海上に現われている。

(Fig. 14参照〕

奥尻海績に屈するこれらの堆はいずれもその堆頂IW

の水深が，大陸棚外縁の深度ーと非常によく一致するこ

とは注目に値する。また各堆の長軸の方向がj毎倣のJE

向とやや斜交しており，日本海の海績の特徴である膝

行性が凡られる。

〔佐渡海嶺〕

奥尻海省：iの凶にある佐j立海-httは，この測立区域の中

では鎌形！； ・最上堆およびその西側に今回明瞭となった

4箇の堆，さらにその北北京にある 2簡の堆となって

現われている。その斜面を見るといずれも東約百iiは：：，.. 

で，西章、lftfiは緩である。

鎌礁は200mの等深線によると，鎌の形をしてお

り，北部は長袖の走向がほぼJr<ー西を示し，その長さ

は llkm，南部は長輸の走向がほぼ北京一南西を示

し，その長さは20kmである。堆頂面は 150mの水深

〈

B 

Fig. 14 Block of Tobi-Sima 



を示す平坦l屈となっている。最小水深は 139mで准の

東側寄りにある。 (Fig. 15参照〉

JU上取は 300mの等深線によると，北部と南部とに

北北京一｜有l釘西の走向を示す地塊と，それら 2つのJ也

塊を結ぶ北一南のIE向を有する地塊とからなり，今回

のiJ!ljlJ：の結果の最小水深は北部の堆で 197m，中部の

准で 167m, 南部の准で 177mであるが，過去におい

て中央部で 136mの浅｝？？を測定している。各准のJ:ffiJ貞

商はノ1'.i添zoomの予坦面を示している。なお北；＇ fjlの地

塊の米側斜面の水派 400mから 500mの間に最小水深

337mの凸部がある。東側の斜面は顕著な急崖を示

し，後述のJ由民構造iJllj：＠.：では断層崖であることが判明

した。 （付図第6参照〉

なお 500m の等泌総でよLれば， 最上堆も鎌Pi~ も同ー

の地の 2つの頂となる。

JTl上准と鎌礁の凶{)11］には水深 800mの泌氏谷をはさ

んで， 4つの山塊を持つ凶it.l:上堆（仮称）がある。

Eig.17 に示したとおり全体としては北」ヒ東一南南西

のえ向を示している。 Iの＊は段小水派 556m, Eの

堆はll1jじく 467m，皿 のj経は同じく 460m,IVの堪は

同じく 170mと南のものほど浅くなっている。 IVの准

は 500mの手泌線によれば，その長I倒Wi約 20kmで

200～300mに、F坦uTIがある。これらの地｝~は今回の訟lj

2の結采精密に判明したものであり ，1967ii::の出lj.＠：の

成果はM.tEを必要とした。

これらの取のさらに北北米， J）民自半ぬの肉方に当る

ところ， 1,800mの等泌総で比れば， 南北約 12kmJII 

西 7kmの准があり，ノJくi朱1,575m，水i栄 1,530mを示

す2つの峰が北ー南のノ位向で‘ならんでいる。

この准のさらに北北囚に，この堆と水i米2,200mの

鞍郊を経て，長車illのノ主向が」ヒ北京一南南flEjを；［；し，そ

の長さがが~ 20km の駐がある。最浅所は水i::t~ 1, 955m 

で，ほぼJ:ffiの中央部に，凶側に偏して存在している。

したがってこの縫は西斜回が点斜面より．包傾斜を示し

ている。

これら 2つの堆は大和海盆の東北の境界を形成して

いる。そしてこれらが佐渡海嶺の最北端となってい

る。

O 5 10km 
」ー一ー』」ーー『－－－＇

阿UKO
SE 

F』g.15 Kama Guri 

B 

Fig. 16 Bank of Mogami 
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Fig. 17 Bank of Nisi-mogami 

〔海盆〕

奥尻海舗と大陸棚との間には2つの舟状海盆があ

る。新礁と飛鳥地塊との問で，大陸棚との間にあるも

のを新総舟状海盆，飛鳥i也見と大陸棚との間にあるも

のを飛島舟状海盆と呼ぶこととする。 （Fig.19参照〉

両舟状海盆は水深 300mの淀防状の日J也によって抗さ

れ，新~：舟状海盆の西側も 400m の水深の堤防状の高

地によって境されている。~印刷H~Ki毎盆の段深部は大

陸棚から最も離れた，西境を形成する堤防状の日地の

東側にある。これらの地形的な特徴は， 2つの凹地が

埋められてこの海盆が形成され，飛鳥舟状海盆はほぼ

埋績が完了した状態で、あり，新li~i：舟状海盆はその西側

がまだ埋められずに残っている状態にあることを物活

っている。

最上iH~k海盆は奥尻海倣と佐渡海絹との間にある。

きわめて平坦なJ也形を示しているが，今回の湖IJllJ:区域

の中では，これを3つに分けることができる。 （付図

Fi.g. 18 1955m Bank and others 

Fig. 19 Sin Guri and Tobi-Sima Trough1 
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第 9参照、〉

最北のものは佐波海嶺最北の堆の北京にあって，金底の水際は2,500～2,600mである。北に以する臼木

海食との間には約400mの比日がある （これを北最上舟状海傘と名付ける〕。中央のものは男鹿向Wli・新礁

の西側にあって，盆瓜；の水深は 1,400～1,600m である〈これを中央最上7lJ-: IJ~海盆と名付ける〉。最も南のも

のは，飛島地塊と最上堆との間にあり （南最上:iH~J；海盆と名付ける〕，盆底の水深は 700～800m である。各

海盆の問には斜面があって明際に区別されている。

〔海底谷〕

大陸棚にはこれを哀ljむような顕著な海底谷が見当た

らなかったが，大陸縁辺区域には多くの顕著な海底谷

が見いだされる。その主要なものは千j・閃;ngに記入し

fC.o 

:li.J:上舟状海盆にはi主口すべき海底谷が多く見いださ

れる。すなわち中央のiffi主主はほぼその中央から北西に

海底谷が発注して，む北のj毎盆の南端に透している。

そして谷顕は2つに分ii皮している。谷の泌さ約 lOOm,

隔は約1～L5km，長さ約30kmである。これを男鹿

深海長谷＊と名付ける。 (Fig. 20参！！の

中央海盆と南海盆との問にも泌さ lOOm幅約L2km

ほどの深海長谷がある。上流部は逆Y字形に分岐し，

束のものは最上舟状海盆中央部まで直線的に延びてい

る。丙のものは最上堆の束縁に沿って鎌瀬北東で消失

する。両右［主最上舟；U：海盆の北縁で・合流し， それ以北

は一度蛇行してから水深 1,200m以深に述している。

これらを総称して最上派海長谷と名付ける。その総延

長は 55km以上に迭している。 (Fig. 21参照〕

最上堆と，800mの水泌を示し鞍部を経て西側にあ

る西最上堆との間にも北と筒とから海底谷が発達して

来て，谷ii.i'iはわずかに約 2kmを陥てているのみであ

る。

北の谷は水深 800mから水深 2,000mまで，南の谷

は同じく水深800mから水泌 1,200mまで速してい

る。 (Fig. 22参照〉

iii 海底地形測量成果の考察

今回の海底地形訊ljなの成果のう ち注口すべき点をあ

げれば次のごとくである。

(1〕 大陸棚と奥戸Z海~s1の間にある海盆も ， また最

* deep sea channelを一応深海長谷と仮沢する。

Fig. 20 Oga Deep Sea Channel 

Fig. 21 Mogami Deep Sea Channel 



24 

上舟；伏I毎盆も，ともに 1つのものではなくて，前者は2つの海盆，後者は今回の浪1］£｝；区域に限っても 3つの

海盆に区別され，その境は明瞭な庭防状の！布地または斜面によって作られており，その南のものほど水泌が

浅く ，ちょうど段段畑のようになっている。

(2) 海底谷はそれらの海訟を述ねているのでは

なく ， !Iiのところにできており， fi~い海盆に入ると

消滅している。

(3) 佐波海績の北限および1§mの地形が切j隊に

なった。

これらの解析は後述する地球物理学的観測の成果

と併せて行なうこととする。

4) 地質構造測量の成果＊

大陸棚

リjl琵半島～チゴキ埼の大陸棚は18ページに述べた

ように， 20～29kmの隔を持っているが，その大陸

棚外縁部に当たるところには明瞭な基盤の隆起が見

られ， 0.4～0.5sec (;j( i集約300～375m）から基援

は1!!Hこ向って急傾斜をなしてi裂くなっている。この

基盤の北への延長がチコーキ埼打jiの椴となっている。

堆の31£1lllJの凹みは地形学的には堆の！Yi端で‘消火して

いるが，{i'IJ造的にはさらにi有に延び，大陸棚の平坦

;mの中にI有一」ヒのノ·~向を持つ向主：l部となっている。

そしてその田市は堆積物によって、1z坦な大陸棚とな

っている。すなわち，この付近の大陸棚は外縁iiflの

基・盤の1＇，＇；）まりにせき止められた准積物の担税によっ

て作られている。（46ページ音波探ii五日iLJ':,¥ctR10参

照〉なお能代沖～男鹿半島北部の大陸棚の部分にも

堆積物中に多数の摺曲があるが，その走l旬はほぼ南

一北である。基盤は記録紙上では判断できないの

で，耳主五~物の厚さは切らかではない。

VJ鹿半品南部から本荘付近までは，大陸舗は約32

kmの闘を｛］するが（18ベージ参照〕， 児鹿半島南

端からl持北の走向を有する顕著な基盤の隆起があり，

これが大陸棚の外縁部を形成している。そして米側

にはJ己主t紙上からの明維な判断ができないが，少な

くとも 0.5～1.0 sec （約400～750m）の厚い地積

回が数回宿曲しながら存在している。摺曲の走

Fig. 22 Deep-sea Channel near the 

Bank of Nisi-mogami 

* f・r図員＇） 6 t火山 ・ 山1r:m泌l伝基盤J地Jf~凶， i、j区l第 7 秋田・山形沖准fl＇！回の j享さの図 各参J~侵



25 

向はほぼ南ー北で－あって，毛k田油田地帯のがI第 3 系稽曲帯の方向を有しており，そのあるものは脇木背~＼＇い

男鹿背斜に統くものと忠われる。

本荘から吹浦まではけJに行くに従って大陸棚の幅は狭くなっている。 (18ベージ参照〉しかし，記録が惑

くてJ也氏悦造は判断できなL、。吹浦から刑囚沖にかけて大陸棚は再び 18～20kmに鉱がってくる。音波探査

装置J己録からは基盤の i~~ さを決定することはできないが，駐車14~の中には数回の摺曲が見られる。

以上を通覧すると，この地域の大陸棚は外縁部に基錠の隆起が見られ，その内側の凹地を唯積物が埋めて

できているということができる。そしてその堆積物の中には，l<1iiiの予坦にもかかわらず摺曲が凡られる。

ii 大陸縁辺区域と深海盆

〔奥尻海嶺〕

奥尻海f誌をなす堆列の点側には来＇／＆ちの断府があり，その／事差は大きし、。殊に男鹿向瀬の .Jl；［侃ljの断庖は准

の南から南凶に延びて，新礁の西側に及んでおり，延長 45kmを腿えている。新機東側の断層も南に延び

て，新総JlJ状海盆の西側の内墜を f'f' り，鳩山l也塊の北端に述している。鳩山地塊の東側も ~·.titて‘はあるが，

断層であるかどうかは，t~i~の上からは判断ができなし、。

男鹿向i劇の縫頂而上には，ほとんど堆駁物がないが，凶斜面は堆積物におおわれている。これに対し新礁

の基盤は厚い堆積物におおわれている。 11v:.'JJ也塊の北郎の広い予坦岡上は段m物におおわれているが，南部

の水深 130m以浅の継には堆積物はほとんどなL、。しかし斜l頂は来 ・西ともに縦積物におおわれている。

〔佐渡海嶺〕

佐渡海績の諸堆は，地j診的には鎌日11'.-1長上i韮・そのjl[jにあるillii誌上准 ・さらにその北北京の 2箇の駐があ

げられるが，基盤では最上段から北に延びてこれらの駐を形成するもの以外に， 最上堆からJ也JF*的には平坦

な最上舟状海盆の堆在日物の下に隠されて，なお北東に延びている。

1段上粧の点縁には蛇行したきわめて顕著な断庖が見られる。（音波探査装位J己録 53参照〕最上准西側の4

箇の取の米側斜面にも多くの米落ちのl却11・:・1が凡られ，｛主iJJ!'.ifiJ備が大和ifii盆に接する西斜面上にも東落ちの断

層がJlられるが，その延長も短かく ，／高差もmかであって米側にあるものと比較すれば小規模である。

最上i住の南縁には北京一市内に走る点j存ちの断層がJ~ られ，最上j\J-状海盆の堆積物の下に隠れて北京に延

びるMi継のj；目5まりは，オヒJll:－南西に；l'tる多くの断j円と摺幽を含んでいて，地塁のような形状を示している。

各地はいずれも堆杭物におおわれており，堆積物のないのはJGl上堆の一部と，四斜面の－，1市にJlられるの

みである。

〔海盆〕

新礁J¥J-状海盆と飛島;liJ-状海盆とは，地形的には飛島地主包の北京端から北京に延びる疑防；伏の白地によって

境されているが（22ベージ参照〉， この山地は堆積物のffjF［で、あり，その北側には背J¥'fqijlJと並走する北落ち

の陸fr）司がある。

J削除舟：伏海盆の丙側は，地形的には新総から飛島に続く l；五まりによって最上舟状海盆と鈍されているが，

この高まりも基盤の隆起と，その上の堆fl'.宝物の背斜であり，東側には来落ちの断回がある。

新礁JiJ-：伏海盆の最深所は海盆の西部にあるが，堆積物の厚さは盆地の京｛HIJ，すなわち大陸棚に近づくほど

厚く， 1.Olsec （約760m）以上に達している。また法盤は新礁の来側と八郎潟の方へと 2方向に深くなって

いる。これらの事実は，新礁Jlt；伏海盆は束および北京より堆積作用が行なわれ，まだ西側の境までは充損さ

れ切っていない状態にあるということができ，地形学的に考察したところのものを裏付けているものである。

(22ベージ参照〉
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飛鳥舟状海盆の西側（t飛鳥地塊によって涜されており，きわめて平坦な海盆であり，平坦部には 0.82sec

（約 620m）以上の堆積物がある。新礁Jt｝状海盆との堤防上の，~：j まりは， その西端飛島地塊に政守してわずか

にかけた箇所があり，細い短かし、行となって新礁：！）｝：伏海盆と通じている。新礁舟状海盆よりは権主11.J＇進んで

いると忠われる。

最上舟；伏海盆のうち北最上;l\};j)~海盆は， 水r:i~ 2, 500～2,600mに盆底があるが （22ページ参照〉，基盤は少

なくとも海面から 4sec以上の泌さにあるため， 記録紙上に現われてこないのでその深さは不明であり，し

たがって堆積層の厚さもまた不明で、ある。

中央最上舟状海盆と北最上海盆とは，北東 南西の走向を持つ基盤のI~~ まりで境されている。これは佐渡

海倣に続くもので，平坦な海金の下に隠れたものの一つである。中央部の海盆の堆積回を見ると，東側lが厚

く， 0.88sec以上の厚さにi主しており，沼理が多くなっている。

商政上舟上海盆と中央政上j）｝：伏海盆とは，新様、の南端からi市内に延びる法盤のi：’：jまりで読されている。海

盆の表面はきわめて予坦であって，中央と西側に沿って最上深海長谷が堆在il'flを刻んでいるだけであるが，

その西部の基盤を見ると，佐波i毎嶺の延長と見られる断層や福山による多くの凹凸がある。海盆内沼の堆積

物の厚さは最大 1.07sec （約SOOm）以上に達している。そしてその堆加物は南北方向の断面iではよii!lが尼s理

の多いタイプで，下部が無庖理のタイプであり，両者は明らかに斜交している。しかし米凶方向の断面では

斜交関係がわかりにくいが，堆積物のタイプでは区別できる。そしてそれらの堆積物は，海盆の」ヒ四を境す

る基盤の高まりによってせきとめられている。

〔海底谷〕

男鹿深海長谷（23ページ参Jl('Oについては残念ながら明瞭な資料が何られなかったので・詳細はわからない

が，地形的に向じ性絡を示している最上深海長谷と同じような桃.ijjを持っているものと推定できる。

最上深海長谷は最上舟状海盆の中央のものも西のものも，表肘i社積物を切っており，堆積物中の摺幽や基

盤の起伏とも直接の関述は見られなし、。しかし大きく見れば，基盤の｛氏い所を中心として分布しているとい

えそうである。

以上の結果からいえることは，基盤の凹みがあってそれが堆積物で埋められ，そして舟状海盆が'..J..:.れ，完

全に埋めつくされると，堆積物は次の凹みに流れて行き，その流れの通路が海底に深海長谷を形成して行く

ものであるということである。

iii 地質構造測量の成果

音波探査装置 （SeismicProfi ler） により ， L、くつかのill'll'.な •J下顎が明らかにされたが， その主なるもの

をあげれば次のとおりである。

まず一般的なものとしては ：一一一

c 1) 地形は基盤の地質椛治と密接な関係を有している。これは海底では侵蝕作用がほとんどないため，

l折）；；；］ ・稽曲などの構造がそのまま地形として保存されるためと考えられる。

(2) 海底の平坦部l主堆積物のたまりである。そして海水中の懸濁物質が一様にtt~えする様式の准積作用

よりも，海底上を再移動する様式の堆稲作用が，かなり大きい影響を持っていることを示している。

(3) 平坦部の海底下にも基般の起伏がみられる。

(4) 大陸棚の外縁部には悲盤の高まりがあって，その間の凹みを恩めた棚が本質的な大陸棚の成肉であ

り，少なく とも このiWIな区域においては，海面変化の影響は二義的なものと思われる。

さらにこの海域の特徴としてあげられるものは ：一一
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(5) 佐渡海績は，＊側が来落ちの断居zで切られたi也塊である。断凶はかなりの屈曲が見られるので，水

平のズレよりは垂直のズレのある断庖である。

(6) 沿岸の大陸棚には多並立の摺曲帯が見られ，陸上の摺曲帯と関連があると恩われるものも見られる。

29 
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Fig. 23 Mogami Deep Sea Channel 
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5) 地磁気測量の成果

この地域における地磁λ全！必）J( F）の平均分布

(Normal distribution〕はl判1Jl:j－北米を示し，北部は

値が大きく南却は小さし、。

48,5001'の等磁）J線は 39°40' N. , 138° 40' E 

と40°20〆 N., 140° 00' E. とを結ぶt~iL 48, 0001'の

等磁力総は 39。00〆 N., 138° 40〆 E.と 39° 301 

N., 140° 00' E . とを結ぶf~で，日本周辺海域の引滋

力線分布と同様の傾向を有している。

i 大陸棚

チゴキ埼西方約 15km付近（概位 40°20' N., 

139° 45〆 E.）を中心として北方には＋150Y, -350y 

の非？古に急激な傾斜を持つ地磁気異常があり，南には

十200')', -300 'Y の局地的な地磁気異常が観測され

た。

北の異常地帯は大陸棚の外縁部に沿っており，探査

装位の記録断面1の状態から見ると摺幽（又は断）£］〕

が予祖されるところである。南の異常j也併は完全な大

陸棚の中にあるが， j也氏儲治決I)fltの結果発見された准

積侶’中の向斜（Fig.255-1）および背斜（Fig.25 

A-1, A-2）の見られるところである〈このうち

A- 1は北から統いている〉。向斜 ・背斜に伴う j也磁

気異常の大きさ，および区域の大きさを求めた結果次

ベージの第1表のとおりである。

これらの結果を図示すると Fig.26のとおりであ

る。

しかしながら，この地域における探丘淡町の記録は

基盤を明確に記録していないので，基盤と摺曲との関

係，すなわち火山性岩石のl噴出と摺曲との関係とを切

らかにする記録は得られなかった。

大陸棚上で摺幽悦造と関連している地磁気の只川？

は，沼田沖約 40km付近の背斜（Fig.27 A-49〕に

見られる。この背斜に伴う地磁気呉’，r,・のλきさおよび

区域の大きさを4とめた結果，次ベージの第2哀のとお

りである。

これらの結果を閃示すると Fig.29のとおりであ

る。

WO 
1 

”・~ 

l'lo 5・ ~5'0 01" 

IOm;nv.t<s 
( =-＼.＇／同）

48600'( 

f 

加•r

IOOf 

。

Fig. 24 Magnetic Anomaly due to Fold 
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Fig. 25 Geological Structure o任

the coast of Tikogi-Saki 



29• 

第1表

No. of 
Anomaly Wide 

Depth Max. Min Di任erenee 
track 

＋ ＋ 

町1 'Y 'Y 'Y 'Y 'Y km km 
No. 1 120 48,980 48,320 660 330 330 9.0 3.0 

2 120 860 290 570 260 310 3.0 1. 5 

3 110 780 330 458 200 250 3.5 2.0 

4 80 650 220 430 150 280 2.0 0.7 
A-1 

5 80 520 480 40 20 20 

6 80 600 420 180 100 80 2.5 1. 5 

7 70 540 370 170 90 80 3.0 

8 70 550 360 190 120 70 3,5 

No. 5 80 48,660 48,290 370 160 210 2.5 2.5 
A-2 

6 80 530 350 180 90 90 1. 5 2.0 

No. 1 800 

2 500 

3 300 

4 150 48,650 48,480 170 100 70 2.0 2.0 
S-1 

5 100 

6 80 

7 80 48, 710 48,350 360 180 180 2.5 4.0 

8 80 450 90 360 220 140 1. 0 1. 0 

第 2表

No. of 
Anomaly Wide 

Depth Difference 
track 

＋ ＋ 

π1 'Y 'Y 'Y 'Y 'Y km km 
No. 51 70 48,120 47,680 440 320 120 2.5 3.0 

A-49 
52 70 48,080 47,560 520 280 240 1. 0 3.5 
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Fig. 26 Distribution of Magnetic Anomaly o任 thecoast of Tikogi-Saki 
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Fig. 27 Geological Structure o任 thecoast of Sakata 



大陸棚上で，地形上 ・地質！W造上から見てj白磁気の

異祁’を見た地域と似たものを持ちながら地磁気の異常

を.i2められない地域は，能代から男鹿半島北部の間，

〈概位 40。10'N. , 139° 50ノE.）男鹿半島南岸と

秋田神の問 （概位 39°40〆 N., 139° 50〆 E.）およ

び湖国北北西約 20kmを中心とした地 j或 （概位39°

10〆 N.,139° 40〆 E.）である。その一例として男

鹿半島南岸の背斜に伴う地磁気の記録を掲放した。

(Fig. 31〕

なお，背斜の位il'i'.は， Fig. 30 A-17で示してあ

‘守

r.>。

男鹿半島西岸の狭くなった大陸棚上には＋200")',

-200＂）＇の多数の局地的な異常が認められるが，探査

装置の記録からは基盤椛造が判断できない。しかし男

鹿半μ凶岸には，戸:ti'.湾 ・ーの [J・二の日 ・三の目等

のマーノレが存在しているので，それらとの関連におい

て火山性岩石の噴出を与えることができる。

ii 大陸縁辺区域と深海盆

大陸縁辺区域における地磁気の呉1常地域を見ると，

これを3つに分知することができるように忠、われる。

その第 1は，地形上もj也質構造上もなんら関述のな

い地域に凡られるもので，その規棋が大きく ，その源

が地殻の内部深くにあると思われる。

その第 2は，地形上，堆に関j出したj也)1，））（に見られる

もの。

その第3は，地質構造上，ことに断層に関連して見

られるもの。

その第 1に属するものは，久六烏から南西に，大体

40° 10〆 N., 130° 10〆 E 付近まで帯状に延びる

+300＂）＇の地磁気の異常帯である。この北側には予行し

てー150＂）＇の帯状の異常帯が認められる。

またこの異常帯の延長方向に当たる見顕半島西方約

70km，概位 39°50ノN.,138° 40' E. を中心とし

て東一西約 16km，北京一南西約 40kmの十350＂）＇の地

磁気の5i常帯があり，その西郎および北部にはー100")'

の地磁気の異常帯がある。

地形図から見れば，Tl可者は水深 2,000～2,600mの

海域で，北最上舟；U、海盆の南東側に当たっており，後

屯
沼海~

" ”。「

5一→一一ーー』ー「o ~＂＇＂＼＂ 悼1・.7~ ）

0・v

Fig. 28 Magnetic Anomaly due to Fold 

a ~· 

ιーーーー____J

0 " K’判
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Fig. 29 Distribution of Magnetic Anomaly 

。任 thecoast of Sakata 

Fig. 30 Geological Structure off the 

South Coast of Oga Peninsula 
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者は水深 2,000～2,300mの海峡で， 佐渡海嶺に属している。この両異常地帯の東側には，北段上舟状海盆

と中央最上舟状海盆とを灰分する顕著な基盤の高まりがあり，i11jじ走向を示している。

削 S 凡 n~~~「「「L

n ~ー Jぺ1

__,,__Jーペ‘

ゴ7片Arri「凡ヰγ

N0.2S 

［」
Fig. 31 Example with little Magnetic Anomaly 

第2の地形上，堆に関連した地域に見られるものとして，次のものをあげることができる。

Anomaly 
Bank Depth Max. Min. Difference 

＋ 

Bank off Tikogi Saki ｜…。
Oga MukδSe ¥ 110~120 I 

48,250 48,000 250 100 
Sin Guri 150 

48,300 48,000 300 100 

48,150 48,000 150 100 

Block of Tobi Sima 130～140 48,250 47, 750 500 250 

48,100 47,900 200 150 

Mogami Tai ｜… 0 I 

これらを図示すれば， Fig.32～Fig. 36のとおりである。

(33ベージ参照〉

'Y 
250 

50 

150 

200 

50 

250 

50 

150 



Fig. 32 Bank off the coast of 

Tikogi Saki 

…l~ 

Fig. 33 Oga Muk5 Se 

．白
119.40・ 

0 , ... 

Fig. 35 Block of Tobi Sima 
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もす嘱

。 ゐ1院内

＇－一ーーム『ーー－＇

Fig. 34 Sin Guri 

,,91.; 

Fig. 36 Mogami Tai 

これらの堆の中には， 断層に伴う短周期の地磁気異常の集積されたもの（チゴキ埼沖の堆〉や， 最上堆

のように，堆そのものの地形から見れば，ややずれているものも含まれている。なお，これ以外の堆につい
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て調査したが，地磁気の異常’は認められなかった。

第3の地質構造上，すなわち断層 ・摺曲に伴う地磁気異常について調五し， 1007以上のものについて地磁

気異常の大きさ，および区域の大きさをAとめた。これを Fig.37および Fig.38に図示し， またそのう ち

の最も大きい3箇のi折肘についてその数値を次に示した。

Anomaly Wide 
No. of track Difference 

＋ ＋ 

'Y 'Y 'Y km km 
No. 21 370 200 170 1. 5 1. 5 

22 310 200 110 2.5 3.0 

23 170 100 70 2.5 
F- 5 

24 70 30 40 1. 0 2.0 

25 130 70 60 2.0 3.5 

26 250 140 110 4.0 

No. 43 310 160 150 1. 5 1. 5 

44 390 200 190 3.5 8.0 

F-17 45 460 260 200 3.5 8.0 

45 170 90 80 3.0 3.0 

47 170 90 80 3.0 3.0 

No. 44 320 150 170 4.5 

45 320 160 160 
F-16 

46 330 200 130 3.0 3.5 

47 90 50 40 2.0 2.0 

地磁気の異常地域は 2つのグノレープに分けられる。そのt()lは男鹿向瀬，新礁の周辺に見られる断層に伴

うもの，第2は最上堆のJR縁，およびその束侃lj，中央最上舟状海盆地域である。この地域は平坦な海盆底の

下に，地質構造狽lj}Ll；の結果によれば，佐渡海績の延長と見られる多くの凹凸があり（26ベージ参照〉， その

凹凸に伴う断層に地磁気の異常が見られる。なおこれ以外の断回 ・摺曲には 1007以上の地磁気呉常が認め

られなかった。

iii 地磁気測量成果の考察

今回の地磁気測量成果のうち，注目すべき点をあげればげくのごとくである。

( 1) チゴキ埼沖にある宿曲椛造と明石礁の南の摺出航iiiに伴ってI也！滋気の具常が認められたが，それ以

外のところでは摺曲榊造に伴う地磁気の異常が認められなかった。

(2) 断層に伴って地磁気の兵常が認められた。そしてその多くは，基盤が比般的浅く，しかもその断層

は大規模なものであった。これはこの断層に沿って火山性岩石が噴出し， これが周辺に流出して，その付近

に地磁気の異常地帯を形成したものと考えることができる。

(3) 断層に伴って地磁気の異常が認められないものもあるが，これは断層の規模が小さいー深さが浅い

という ことに原因するか，あるいは唯積！日の厚いということが原因と思われる。
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Fig. 37 Distr-ibution of Magnetic Anomaly at Okusiri Ridge 

Fig. 38 Distribution of Magn巴ticAnomaly near Mogami Trough 
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2 日本海南東海域の海底地形および地球物理学的測量＊

1) 測量海域とその目的

前節において述べた海域に践する西側および南側，す

なわちほぽ京経 136皮以来で，北線38度以北， 北緯41

位以南の海域について，その海底地形および地n構造ーを

解明するため，音響ift!J保機とプロトン磁力引ーによる地磁

気測量を同時に実施した。

使用した測量船は明il，実施時WH土その南部が1966{j'.

7月から8月，その北郊が1967年7月から 8月までであ

る。これらの成果に，さらに1967年 4月から 5月にかけ

て実施した， 直江山一ナホトカ沖 20海里までの海底電

線布設のための測量成果をflli足して，考察することとす

る。

Fig. 39 Surveyed Area 

なお地質JiYi'h'.iiJ!!J.fil：のための音波探査装置 （SeismicProfiler）による調査は，購入が間に合わなかったので

同時に実施できなかったが，採泥を行なっており，また堀田 宏 （1965)<13》がこの海域に対し，探査装置を使

用して数百［！J線の観測を行なっているので，これらの資料も参考とした。

2) 測量の方法

1966年および1967fpの測量はともに測線間隔を 5海里，iM線方向を原則として来一西とした。ただし，海l心

や海底長谷 （deepsea channel）を発見した場合にはその形状を明らかにするため，数本のr.i!JiJl!jを行なっ

Tこ。

位置の決定はロランAを使用し，2s 3 c怯前一新潟〉， 2 s 4 c新潟一美保〉の両パターソにより求め

f.:.o 

測深はともに811型極深海型音響iJllJi宋機 (15ページのぶ一参照〉を使用し，音速改正には北部の測量区域

(1967）は 1965年8月の気匁庁i1'l"瓜ブLの各j百観測，南部の訊lj:!.J1：区域 （1966）は 1957年7月 の 巡 視 船 「しな

のJの各府？Oi!iJl!Jによった。

j也形測五i；の成果は付図第10の 「日木海南東海域の海底地形図」としてまとめた。なお測f孟海域との関連を知

るため，1965年 4月から 5月までの妬「fによる海底地形iftlj丑の成果により，その西側jをMlった。投影法および

縮尺は50万分の lの海図作成に便利なように，50万分の 1でメノレカトーノレ図1去を使用した。等泌総は lOOm間

隔，等深線のf品き方l土前節で.~l明したとおりである。

地磁気波｜江主も前i市に説明したとおりである。すなわち， 船舶用曳航式プロトソ磁力~I·を使用して全磁力を測

定し，測定間隔は1分，測定値は鹿野山測地飢測所の同期間の地磁気円変化旦により改正した。成果は付図第

11の 「日木海南東海域の等全磁力線図」としてまとめた。なおこの図にも，その丙側を他の資料により補足し

た。投影法主縮尺とは比t佼の関係上，海底地形図と同ーとした。

地磁気全磁力値を，今回のように50万分の 1の図上に表現されているような地形 ・地口椛込ーと対比して使用

する場合には，測定値をそのまま使用して行なうことが適当であるが，またこの地域における地磁気全磁力の

平均分布（Normaldistribution）を知ることも必要である。

＊付図第10 日本海南東海域海底地形図，付図第11 円本海南東海域学金磁力線図 各参照
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地磁気の分布が2次式でぶわされているものとして，泊予；1-t/:r,幾を使用し，最小白乗法により分布式を；j（め

た。

分布式は

F =49, 008. 3"/ +9. 41195ム伊－4.98586込；＼ー0.0053 163 l~q;2十 0 . 00222408il;¥2+o. 0005180096q;il;¥ 

J!ij点数 n=400 P=62. l'Y 

原点 q;o=39°301 N. ;¥0=136° 30' E. 

となり，分布図は付図第11の中に併記してある。

3〕 海底地形測量の成果

i 大陸棚

吹浦から酒田にかけて約 18～20kmの幅を示してい

た大陸棚は，粟島の北端まではほぼl11jじ幅で、続くが，

粟あの南端沖で、g_qに約 10～15kmほど張り出し，幅が

広くなる。特に」ヒ浦原irf1では約 50kmの闘を示してい

る。新潟糾1では大陸棚の幅は約 40kmとなっている

が，これから西に向かつて宮ill消に近づくにつれて大

陸棚の幅はtたくなって行く。

大陸棚外縁のi訴さは，粟烏のJヒii;IJまでは南下するに

従ってi宋くなって 140～170mをぷし， ~；島の南端ii/I

では 180～190mに達している。しかしそれから再び

浅くなり ，新潟沖では 140～150mとなり， 富山i符に

向って外縁の！京さは浅くなって行く。

大陸棚上の地形は一般的にμれば子担ではあるが，

i!Jiifi:西方 20kmlこ沿海礁があり，さらにその南に粟岳

地塊があれ、ており ，奥尻i仮織のl都をなしている。

ii 大陸縁辺区域

Fig. 40 Bank on the slope of North 

side of Nisi-mogami Bank 

今回の淑l]i/J:成巣によって明らかにされた大陸縁辺区域の地Jf｝の 1つに佐渡海嶺，特に北紛39＆以北の佐渡

海怯iの111.{仮I]の地形がある。北緯39).Jt以南の佐渡海績については，従米の成果を訂正するような新らしいJ也形

は見いだされなかった。したがって木論文では特に切らかになった地形についてのみ述べることとする。

西最上准（段上堆西側の 4つの准からなる〕の西斜l師は緩かな斜lfflて‘；Jci?#2, OOOmで縁どられる大和海盆

iこ接しているが，北斜面には水深 1,500m と水泌 2, 000m との問によ主軸の方向が北京一I有凶を示す比l~· ：j 300 

m，堆頂面の水i公 1,500m の堆と，その北京に長紬の方向が同じく北米一南西で，比高約 300m，堆：頂！市の

水iポ1,600mの堆がある。 (Fig. 40参Jtの

これらの北京に，水i?#2, OOOm で図まれた海盆がある。この泌盆はよ主ilii1lの JJ1•·1ii ＞北一1H， 長さは約 40km

を示している。海盆氏には南北に2個の凹地がならんでおり， その」ヒに， 逆によじ高約 300mを示す堆があ

る。この准は唯頂oTIが水深 1,900mを示し，i]ij述の准のノ是向の延長上にあって，佐渡海績のーっとSU：方が

適当である。海盆の北側は 400m の比向て火和海盆に後している。この泌盆の」t. \fllJlこも ， 南~[IJにも 2 ;j立の海

底谷が明瞭に刻まれているが，中央部ではこれを見いだすことができなし、。 (Fig. 41参照〉

佐波の同側および佐渡海倣の南丙側は，ほぼ東経 1381父10分の子午線に沿って，包傾斜をなし，水深 1,600
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mで、I＇－坦となる。この 1j(i':f-1, 600m の（＼＞保科は北緯37

度40分付近まて・rtiドした後，再び北上して「1山i似の点

飽から北館を回って［lljに走り，幅 20～35kmの舟状海

盆を形成している。これが笛11I)＼］－状海盆である。

なお富山J¥W；海盆はさらにそのl有にあるλ陸斜liJiの

飽から;j（深約 1,lOOmで、円日な海底をなす海盆も合め

て考えることができる。しかしこの南の泊分の長納の

方向は，北北京一l旬l何回を示している。

このbl山舟状j毎盆の中にはきわめて以皆なi'~~ ／fiiJと谷

(deep sea channel〕がSlられる。これを広山I’t泌

:Ri'i-と名付ける。’肖山湾｜勾にfej主する多くの海底？？が

北緯 37担；！；＇ 30分付近からf.!JJFIな長谷となり，」ヒ緯 38J.立

50分｛ナ近でノ三和海盆に入るところで，大地）~（！~に凡れ

ば扇状地を形成している。出lI lj出火海盆内ではわずか

に曲流をしながら，ほとんどl何一北の走向を示し， ：｛；.

幅は約3～4km，深さは 150～250m で， l河岸ーには

比高約 lOOm程皮の「｜然、鹿防がよ4られる。今凶iJ111l止さ

れた大和海盆はそのボの市分に当たっている。ほぽ水

i米2,500m の等深線で，その北側は大;f日海倣に，その

南側はAl~色縁辺地域の海償却と比されているが，広｜ ｜｜

深海長谷の扇状地のところでは 2,OOOm となってい

る。長納の走向は北北米南l旬凶である。海盆はその

北東端で日本海盆に践しているが，この付近の地形は

今回の訓！Jl止によって初めて別限になった。 λ府liitH~tの

：！｝~端と佐波海織の州側との間はわずか約 lOOkm で，

その聞には凶側に今回発見された水深 1,215mの海山

と，米側に水i'1:2, 300～2, 500m の海丘があり， 狭い

3つの谷を作っている。その肢も西側！の行の中を広ill

深海兵i'i-ti ＞通っている。大手n/ffi:盆と円本海盆との比，·：~

は約 500～600mを示している。富山舟状海盆と接す

る付近は，富山派海長谷の扇状地が発注するため，

2, 500mのぐ）＇， i米線は70～80km;f;'jl海盆の中に突き山し

てきている。

富山f米海長谷はこの扇状地を山ると，北京にブ＇jl句を

Fig. 41 Basin in the Northern Part 

of the Sado Ridge 

Fig. 42 Toyama Deep-sea Channel 

変えて顕著な蛇行を行ない，蛇行部分では攻撃主：［I国が；急、践ををなし，比向 250m，傾斜251立に達するものら

あり，右岸似iJは水深が浅く， 自然堤防も大きいという傾向を示している。北緯 40Jil：＇付近で再び北に方向を

かえて， 1,215mの海山と大和海嶺の来館との問に，上t?.'.Ti300～350mの峡？？をお戸、ながら，水深 3,000mの

日本海盆に到達している。
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Fig. 43 Bathymetric Chart of the Northern Part of Yamato Basin 

また大和海盆には内llli般の北rillー南米とし、う走向を北11可に延長した線上，およびその線から東側には今口

までにし、くつかの海山が発凡されている。これらは，いずれもまだ堆約されないで原地形が残っているため

のものと解釈するこ2こができる。またJ:.:f11海盆の前述の料から西側にはまだ海111が発見されていなし、。

iii 大和海嶺の北東部

今回の測量によって明らかにされたのは，大和泌績ではその北東部である。

大不n海-lilt北京部のI何縁は 2,500mの等泌総で示され，阿から 1,040mの111・1,145mの山 ・1,OlOmの山 ・

1, 775m・1,735m・1,665mの山等があり，急峻な斜聞が大和海嶺の南総を遊lj している。これらの山のr~りに

は比鮫的平坦な幅広い峠状部とか，斜l市上の平坦郎がある。特に 1,OlOmの米側， 1, 775mの山との間は鞍

部をなしており，鞍部の北側には水深 2,500mの平坦な地域がある。この北方は急崖となって日木海盆にな

る。

Fig. 44 Bathymetric Chart of the Northeastern Part of Yamato Ridge 
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大和海嶺北縁部における日木海盆との境界はほぼ水深 3,200mである。大和海嶺北縁;if)で最も皆しい地形

は，Fig.45および千l図trnoにl設のマーク （／＇） で示したl新庄て、ある。拓洋j雀から延びるこの尾恨の南側には，

比日300m以上の忠康が続いている。きわめて直線的であって， J也形上からは断層崖だと;Jt,－えられる。箆の

比i認は西ほど大きくなるが， J,j.（で・もかなり顕著である。しかし水深2,700～2,800m以深では准積物におおわ

れて崖は小さくなり，役後には崖というよりはむしろ尾恨の続きが小さな丘となって残っている程度である。

大和海嶺北縁をさ らに114に行くと，「l木海盆の境界｛、j・近に 2,380111の水深を示す小海丘があるが，その北

東側は視l]i＇.裂ができなかったのでその輪郭は不明で‘ある。

Fig. 45 Great Sea-cliff at the North Edge of Yamato Rise 

iv 海底地形測量成果の考察

今回の海底地形淑!Jill:の成果の中でii:口すべき点、をあげれば次のごとくである。

( 1) 雁行する佐渡海倣の阿j立上堆と最上堆との間に発する深海長行は，海嶺間にある小海盆の入口で姿

を消し，海盆の反対仮I］で・再び海底谷を作って一段低い海盆にi主していて，前節で述べた海盆と海底谷と全く

同じ関係を示している。

(2〕 大和海嶺北縁［ftlには極めて顕著な地形学的には断周と思われる断崖が発見された。

(3) 大和海盆の北東部には数多くの孤立した海山が発見されており，大和海盆の基盤のl包伏の複雑さを

暗示している。

(4〕 富山舟：伏海盆 ・A;fr11m盆 .f-1 本海盆の相互の関係は， j也Jf~学的に見れば前節で述べた飛鳥舟状海盆

とifr礁舟状海盆，または南 ・中央 ・」ヒ最上舟：伏海盆の相互の関係と同じであることを示している。 (24ペー

ジ参照）すなわち，南のものほど浅く，ちょうど段段畑のようになっている。

(5) 富山深海長谷は富山：！H：伏海盆の水深 1,OOOm付近から切］際な以海長谷の地形を示しながら大和海盆

に入り，その入口で大きな扇状地を作り，大和海盆の中を蛇行しながら再び峡谷を刻んで，水深 3,300mの

口木海盆まで達しており，その総延長は 570km以上になっている。



4) 地質構造測量の成果

既に述べたとおり木jJ!IJ盆｜玄域の測♀実施に際しては，

音波探査装置が未購入のため地層探査を行なうことがで

きなかったが，数点における底究採集にj戎泊した。また

1965年堀田宏<13》によって行なわれた音波探査装置によ

る地層探査の測線が，北西ー南東の走向で3本，大手口i毎

盆の長和1!の方向に Li~ある。これらを参考にして地質構

造について考察する。

富山舟；伏海盆の中では，佐渡凶ブJで1毎盆の東側に当た

る地点（Fig.46 A点〉と，富山i~~海長谷が富山舟：~＇iia

盆から大和海盆に入ろうとする扇状地の地点に当たる地

点（Fig.46 B点〉の 2箇所の採泥の結果は，いずれも

同じ性質のものであって， l'!J.い褐色l欧泥（約 lcm〕と

その下にある炭質物の多い灰色粘土からなっていて，民

質物は回理を形成し，一種の混濁流堆積物と似ている。

B点付近の音波探査記録（Fig.47参照〉によると，立五

積層の厚さは約0.8secでーあり，表面がなだらかな傾斜で

大和海盆に向っているのに対し，基盤は約 0.3sec程度

の断層と見られる断崖をなしているが，これは佐渡海備

の西側に見られた断層の続きと忠われる。その北西は堆

積の厚い大和海盆となっている。

扇状地の末端で富山深海長谷がその定向を北京に変え

た両側の地点（Fig.46のC・D点、〕の係泥では，約9

屯m の厚さの褐色秋泥とその下に灰色粘土とが採集され

た。

大和海盆の中の海山の 1つである水深 915mの海山

〈西最上段の西約40km概位 39°30ノ N.,138。10'E.) 

は，音波探査の記録によれば（Fig.48参照〉全然堆積層

を有せず，基盤が直接堆積j習を突破して現われており，

摺曲ではなくして，火山性を思わせるものがあり，今回

のi閉店主で‘その山頂から玄武岩片を採集した。また後述の

地磁気iJllj畳によっても異常値を測定しており，火山であ

るということができる。その西方約40kmにある水深
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Fig. 46 Sampling Stations 

I + 

B

仰
NW SE. 。 JO1<111 

ιーーーーーーーーー＿＿.

(H.日OTTA)

Fig. 47 The Record of Seismic-profiler 

obtained near the Station B 

1,345m の海UJからは流紋岩片を採集ーしたが， 地磁気の災~1\"{j直は出ていなし、。

大和海績の北東部では比較的多くの点において係泥に成功した。採泥点は Fig.49に示したとおりである。

大和海嶺の南縁を到している水深 1,OlOmの山の斜面下部（A点〉は堆積物の被覆がなく，岩盤がほとんど

昆出しているようである。他の急斜面についても地形的に見て同じようであるので，似た状態が予組される。

また 1,OlOm海山の米側と北側との比，，，皮的平坦な幅広い峠状部に当たる B点および D点での採泥では，約36
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cmの褐色聯；泥が採集され，大手口海嶺北京斜面の麓に当たるE点でも約30cmの褐色軟泥が採集された。 こう

した酸化泥が厚い理由のーっとして斜面上からの再堆積が考えられる。

。~

1 + 

:z + 

- ~ . 
4 + ~ηn 
... ~ ./ 川川tい SE 

NW  0 lOkm 
』－一一」

I H H。打＂A)

Fig. 48 The Record of Seismic-profiler 

obtained at 915m Seamount 
Fig. 49 Sampling Stations 

大手口海嶺南縁の 1,143m 海山の北西で，大和海盆が湾入してきている北端付近のC点では，約 13cmの褐色

軟泥の下に 22cm 以上の粗い砂庖があり ， ここではその両仮~の山地からの土砂崩れのような再堆積作用の可能

性が考えられる。

大和海鏡北縁部の最も特徴ある地形の断層崖の尾根に当たる Fhでは，寺長田の褐色l［氏泥が全く欠如してお

り，軟質の表層泥が崖下に移動しているのではなし、かと忽われる。 40°50' N., 135° 30' E.付近で日本海

盆の中の小海山 （今回の狽lj孟で発見しt::.lbl浅部は2,380m）の頂からは微量の灰色粘土が採集された。

大和海盆の北東部を，長軸の方向である北京一南rll:jに沿った音波探査記録（Fig.50参照〉は海底地形の単

調さに対し，基盤は凹凸に富んでいるが，その原因は摺曲性のものではなくて火山性のものと思われるが，後

述の地磁気観測の結果がこれを裏付けている。

以上を通覧して注目すべきJ誌をあげれば次のとおりである。

i 大和海盆北東部に発見された海山は，音波探査の結果から見て摺曲性のものではないと判断され，ま

た海盆の平塩田の下には多くの基盤の凹凸があることが確認された。

ii 富山深海長谷も，大和海嶺に発達する海底谷も，唯積物からも間欠的に海底に発生した乱泥流 （混瀦

流〉によって作られたものであることが裏付けられた。

0 lOkm 
1818 － ＋ +2  

工＋ヨ

+4s.色

( H. HOTT《）

Fig. 50 The Record of Seismic-profiler taken at the North-eastern Part of Yamato 

Ridge 
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5) 地磁気測量の成果

今回のil!IUI¥：海域における地磁気全磁）Jの、F均分布（Normaldistribution〕は｜相同一北京を示し，北；＇；jlは11立

がλ：きく l持部は小さし、。

48, 700 ＇）＇ の~~磁力線は 39° 20〆 N., 137° 10〆 E.と 40°05' N. , 138° 50' E.とを結ぶ線， 49,500＇）＇の

と~磁）J ＊~！は 39° 00' N., 134° 05〆 E. と 39°50' N. , 137° 15' E. とをがiぶ線で， 日本周辺海域の学磁

力線分布と同様な傾向を有している。

j也磁気の異~；；＼·地域は久六＇＇；から市西に伯ー；IK、に＋300γ，この異常に子行して北側にー200 ＇）＇ の呉川tがある。こ

れについては前節でも述べたが， 地形上は水i＇~ 2, 000～2, 600mの泌城で， 北最上舟状海盆の南米側に当たっ

ており，北段上j'r};IJ；、海盆と中央政上JH~Kitu.i主とを区分するG 符な基盤の，：目5まりの北側に当たっている。

また 40°30' N. , 138° 30〆 E . を中心にして南丙ー北米を向く情状の＋300γ の地｛滋~＼の央·~；；＼·があり ， こ

の地磁気異常地’自の北側にはー300-yの滞状の災常千円がある。この付近はJt山形上は比日 500mj]fj後の二l'.:.,r::;:Iたのお

J也がHA>:ifd:盆に突き出している所であり，この，・：：；1也が火山性の基盤を持っているものと考えられる。その周辺

に見られる多くの＋，ーの地織＇，，.＼兵’，；；＼· も j也）［~上には顕著な変化は認められない。（Fig. 51参照〕

」一一」一一ーー」
o 5 10 krn 

Fig. 51 Sea-bottom Topography and Magnetic Anomaly near the point of 40° 30' N., 137° 25' E. 

手
40° 45' N. , 137° 25〆 E. を中心として南に 300＇）＇，北に＋"3.00'Yの異常がある。地形上は，「｜本海盆南

縁に近いぷi~~ 3, 000～3, 500mの、F坦j也形であり ， 富山深海長谷がfl木海盆に山て， ちょうどこの南と北との

地防ム.＼i込焔地帯の聞を通り抜けるために1l11iJfEし，通り抜けてから今みの」ヒの走向を北内に変えている。地質併

記iの .-vr~ i'f.：が行なわれなかったのでこの付近の~t:f:i＇！回の厚さや基盤の状泌がわからないが， なんらかの関係があ

りそうである。

40° 10〆 N., 137° 55〆 E. の 1,215m 海山には十200 ＇）＇ の地磁気のJ~？I\＂が見られ，その南の 39° 31' N., 

138° 10' E. の915m海山にも＋150＇）＇の地磁気の異常 が凡られた。

また大和海倣北縁部における最もt.'J'徴的なl折崖 （それはほぼ断肘であると地形上からは判断ができる〉には
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なんらの地磁気の異常は認められなかった。

、ー毛:2~

J拘。
ー『 ー

一、ー・．‘
、

l、、

Fig. 52 Sea-bottom Topography and Magnetic Anomaly near the point of 40° 45〆 N.,

137° 25ノ E

大和海盆は地磁二~1の異常は認められず， また富山深海兵？？にもこれに結び付 く地磁気の奥？古は認められなか

っ f~o

3 地形および地球物理学的測量成果の考察

ヌド：立で対象とした海域の地形および地球物理学的訊ljiJ¥；の成果を通覧して，注目すべき点をあ；ずれば次のとおり

である。

1) 対象となった地域の大陸棚は， 外縁部に基盤の~－~まりがあり ， その高まりとの間が准積物によって思め

られ，平坦な大陸棚を形成している。したがって六陸捌には一般的にJよれば，J也磁；4の兵常は見られなL、。 j出

1滋λの；民常の見られた地域は，傑査装置には明瞭に断層と記録されていないが，基盤の，・：：jまりが見られ，また

准郡日中に摺曲椛造が見られ，火山性の店行のl噴出が巧えられる。

2) 奥尻海倣における地磁μの異常は，奥尻海嶺の各堆が断回を伴っていて地塁の他絡をj寺ち，この断周に

沿って火山性の店イヲが脱出した結果によるものといえる。

3〕 佐渡海嶺も断層が多く地塁のi't絡を持っているが，この断回にはかなりの屈曲が見られ，垂直のずれの

断Mである。この断層に伴ってi也磁凡の異世？の見られるのは，米側のものであって，内側のものにはほとんど

観測できなかった。これは水深がi栄くなることと関係があるように思われる。

4) 段上;1).J-：伏海盆や，大和海盆に凡られる地i滋λの泉ー常は，平坦なfill盆底下の基盤の起伏と，これに伴った

断！日に沿って火山岩がl噴出している結果によるものと判断できる。

5) i毎盆はいずれも基盤の高まりによって区分され南北にならんでいるものは，南のものほど浅く ，また各

海盆の中の堆秘jけの厚さは南側lに厚く ，北側にi¥IJ.く，時には埋没が終らない凹j也が凡られる。

6) 海底谷は既述のように（26ページ参照） 間欠n~に起きる百L泥流 （混濁流〕 によるものであり ， その断面

を見ると1<1'ti堆杭物を切っており，堆積物中の摺凶や法般の！包伏とは笹J妾の関連はなし、。広山深海長谷もまた

この例外ではなL、。

7) 全体的な出！ぷを見る と完全な大！塗性のt/IJ.J告を示しており，海績のIt向，海t誌に火山を伴っている,r!'i,,
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海嶺聞に盆地がならんでいる等，奥羽地方の地形構造ときわめて似たものを持っている。

IV 結言

本論文では，今「lまでのiiHを集大成して口木海の海底地形関を作成し，地形区分を行ない，現在のj也形配位

が大陸移動によって生じたものであるとし、う仮説を提案した。

また海底地形の解明に当たっては，間と して判断しうるように，密なiftll＊泉による地形muil.l:・地質俄造iJll店E・地

磁気測量：を同時に行なうことを提案し，その突例として東経 136位以来，北緯41度以南について50万分の し と

くに秋田 ・山形沖については 20万分の lの狽lj誌を実施した。

その成果に基つ’き，大陸側およひ、海盆の）1見肉，海底谷の成問を明らかにし，さらに地磁気の異常が出造線，特

に｜断層線に沿う火山性岩石の噴出によるものであることを指摘した。

しかしながら「｜木海全体について見れば，その地域はきわめて小地域にすぎず，全体を論じるには資料不足で

あることは論を待つまでもなし、。しかし日本海全体を解明するためには，このような密な測線による地形学的お

よび地球物思学的誤lj：＠：が，組織的に行なわれることこそ，その鍵であることを証明したものと確信する。

木論文の作成に当たり，御指却をいただいた京北大学教授加藤愛雌博士に謝I立をささげf.:_¥,、。

また木研究の実絡に協力された佐j悠任弘 ・岩出：u以ll両iJ!IJ益班長および狂員の方々，測♀船 「明ff」佐藤孫七船

長および乗組只の方々，整理に協力された水路部関係者の労を却したい。
-:t' 

なお本論文は 「東北大学審在学位論文（博之〉」 である。
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